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はじめにはじめにはじめにはじめに    

このたびは、「FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀ」をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使い下さい。 

また、取扱説明書は大切に保存し、必要なときにお読み下さい。 

 

－注意事項－ 

 ◎本機器を不法改造すると法令により処罰されることがあります。 

 ◎本機器に貼っている証明ﾗﾍﾞﾙや製造番号を剥がすとその効力が失われます。 

 

日本国外日本国外日本国外日本国外へのへのへのへの持持持持ちちちち出出出出しについてしについてしについてしについて    

「この製品（または技術）を国際的な平和および安全の維持の妨げとなる使用目的を有するものに再提供 

したり、また、そのような目的に自ら使用したり第三者に使用させたりしないようお願いいたします。 

尚、輸出等される場合は外為法および関係法令の定めるところに従い必要な手続きをおとりください。」 
 

This is notificatiｏｎ that you, as purchaser of the products/technology, are not allowed to perform any of 

the following: 

1.Resell or retransfer these products/technology to any party intending to disturb internatiｏｎal peace and 

security. 

2.Use these products/technology yourself for activities disturbing internatiｏｎal peace and security. 

3.Allow any other party to use these products/technology for activities disturbing internatiｏｎal peace and 

security. 

Also, as purchaser of these products/technology, you agree to follow the procedures for the export or 

transfer of these products/technology, under the Foreign Exchange and Foreign Trade Cｏｎtrol Law, 

when you export or transfer the products/technology abroad. 

 

 

ｱﾌﾀｰｻｰﾋｱﾌﾀｰｻｰﾋｱﾌﾀｰｻｰﾋｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽについてについてについてについて    

無償保証期間は御納入から１年間とさせていただきますが、落下による破損や規格以上の過大入力による

障害等の取り扱い方法に起因する修理につきましては、有償とさせていただく事があります。 

修理のお問い合わせはお求めになった販売代理店、又は弊社営業までご連絡下さい。 

 

ごごごご注意注意注意注意    

本書の内容の一部又は全部を無断で転載することは固くお断りします。 

本機器の故障、誤動作、不具合などによって生じた損害等の純粋経済損害につきましては、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。 
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    

■ ご使用の前にこの取扱説明をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。 

■ お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管して下さい。 

 

表表表表示示示示のののの意味意味意味意味    

 
この表示は『人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される』という意味です。  
この表示は『人が傷害を負う可能性が 

想定される』という意味です。 

    

記号記号記号記号のののの説明説明説明説明    

注意内容の記号 

『注意して下さい』 
       

一般注意 感電注意  発火注意 

指示内容の記号 

『必ず実施』 
    

一般指示 ﾌﾟﾗｸﾞを抜く 

禁止内容の記号 

『してはいけない』 
                      

一般禁止  分解禁止  火気禁止  水ぬれ禁止 接触禁止   ぬれ手禁止 

 

 
� 濡れた手で、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀにさわらないで下さい。 

   感電や故障の原因になります。  
� 本機器およびｹｰﾌﾞﾙは熱器具に触れないようにして下さい。 

   また、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀが傷んでいたり、ｺﾈｸﾀの差込がゆるい 

   ときは使用しないで下さい。 火災や感電の原因になります。 
 

 

 
� 落下の恐れがありますので、本体を確実に固定して下さい。 

また、ｹｰﾌﾞﾙは必ず指定のものをご使用下さい。  
� 機器を設置するときは、電源プラグをｺﾝｾﾝﾄから抜いて下さい。 

故障の原因になる事があります。  

防水構造ではありませんので、水をかけたりしないでください。 
 

� 分解や改造などを行なわないで下さい。 

  
火気の近くで使用たり、暖房器具の近くなどの熱い場所に設置しないで下さ

い。変形や故障の原因になります。  
� 本機器を落下させたり投げたりしないで下さい。強い衝撃を与えると故障

の原因となります。  
� 本機器は乾いた布で拭いて下さい。本機器が変形、変色等の原因となり

ますのでｼﾝﾅｰ、ﾍﾞﾝｼﾞﾝ等の有機溶剤では絶対拭かないで下さい。  
� ほこりの多い場所、ｶﾞｽ中雰囲気や水蒸気が直接当たる場所、直射日光

の当たる場所には設置しないで下さい。性能や寿命を低下させたり、故

障の原因となります。  
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1.1.1.1.    概要概要概要概要    

 

FX-403 Ｇ３ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀは、Ｇ３ﾌｧｸｼﾐﾘ相互間で通信される伝送制御手順（ﾌﾟﾛﾄｺﾙ）及び発着呼ｼｰｹﾝｽの

ﾓﾆﾀ装置です。 

本装置はＧ３ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀの他、電話回線の直流電圧測定やﾀﾞｲﾔﾙ情報、ﾘﾝｶﾞ、ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ、ﾋﾞ

ｼﾞｰﾄｰﾝ、ｵﾝﾌｯｸ/ｵﾌﾌｯｸ等の検出機能、更に発信者番号表示機能も備えており、ﾌｧｸｼﾐﾘの障害解析に威力を

発揮します。 

 

また、大型 LCD ﾊﾟﾈﾙ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの採用及び日本語表示により簡単な操作でご利用頂けます。 

 

 

2.2.2.2.    機能機能機能機能・・・・特長特長特長特長    

 

本装置は以下の機能を有しております。 

 

回線入力端子 

回線入力端子は平衡（ﾊﾞﾗﾝｽ）型で、入力抵抗は 1MΩ以上としておりますので、回線に影響を与える 

ことなく接続、測定が可能です。 

ﾓﾆﾀ機能 

回線のﾓﾆﾀ機能として『回線ﾓﾆﾀ』、『ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ』を実装しております。 

『回線ﾓﾆﾀ』は発着呼ｼｰｹﾝｽ及び発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽ、Ｇ３ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙをﾄﾚｰｽします。 

また、『ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ』ではＧ３ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙのみをﾄﾚｰｽします。 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ解析機能（詳細ﾄﾚｰｽ） 

 『詳細ﾄﾚｰｽ』機能によりＧ３ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙ、発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽの受信ﾃﾞｰﾀ内容を解析可能 

です。 

ﾄﾗﾋｯｸ機能 

回線の通信開始／終了時刻、通話時間、通信種別（ﾌｧｸｼﾐﾘ、ﾓﾃﾞﾑ、通話）、ﾀﾞｲﾔﾙ番号を１通話分毎に 

まとめて表示し、ﾄﾗﾋｯｸ解析用ﾃﾞｰﾀの生成を行います。 

信号音ﾓﾆﾀ 

 内蔵ｽﾋﾟｰｶ（ｲﾔﾎﾝ）により回線状況（ﾄｰﾝ信号やﾓﾃﾞﾑ、ﾌｧｯｸｽの信号）音を耳で確認可能です。 

ﾃﾞｰﾀ記録機能 

 測定停止（STOP ｷｰ押下）により測定ﾃﾞｰﾀは内部ﾒﾓﾘに保存されます。 

 測定データは CSV 形式ﾌｧｲﾙでﾊﾟｿｺﾝに転送し表計算ｿﾌﾄ等で表示、解析可能です。 

 

 

 

 

 
注意 

・通信中（ﾌｧｸｼﾐﾘ送受信中）に回線に接続する際、ﾉｲｽﾞ等により通信ｴﾗｰが発生する場合が

ありますので、回線への接続は必ず ON HOOK(回線切断)中に行ってください。 

 

 
注意 

・ 内部メモリが一杯になると測定は停止します。 

  測定ﾃﾞｰﾀは定期的にﾊﾟｿｺﾝに転送し、内部ﾒﾓﾘから削除しご使用ください。 
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3.3.3.3.    構成構成構成構成    

 

3.1.3.1.3.1.3.1.    標準構成品標準構成品標準構成品標準構成品    

 

･ 本体 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 台  

･ 測定ｺｰﾄﾞ  (ﾓｼﾞｭﾗ-ﾓｼﾞｭﾗ 8 芯) PWT-481 ・・・・・・・・・・・・・ 1 本  

 (ﾓｼﾞｭﾗ-ﾐﾉﾑｼｸﾘｯﾌﾟ) PWT-350 ・・・・・・・・・・・・・ 1 本  

・ ｲﾔﾎﾝ HS-205  ・・・・・・・・・・・・・ 1 個  

･ PC ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ RPG-FT01 ・・・・・・・・・・・・ １式 ( CD-R にて添付) 

・ PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ PWT-832 ・・・・・・・・・・・・・ 1 本  

･ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ADP-60WA ・・・・・・・・・・・・ １個  

･ ｿﾌﾄｹｰｽ PC-800  ・・・・・・・・・・・・・ １個  

･ 取扱説明書 HAM2103 ・・・・・・・・・・・・・ 1 部  

 

3.2.3.2.3.2.3.2.    ｵﾌｵﾌｵﾌｵﾌﾟ゚゚゚ｼｮﾝｼｮﾝｼｮﾝｼｮﾝ    

 

・ ﾊｰﾄﾞｹｰｽ PC-803 ： ｼﾞｪﾗﾙﾐﾝ製のﾊｰﾄﾞｹｰｽで、装置移動時の振動等から装置を保護しま

す。 
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4.4.4.4.    仕様仕様仕様仕様    

 
項目 規格 

入力端子 ﾓｼﾞｭﾗ(RJ-11) ×2 ＊内部にて全配線 

入力抵抗 1MΩ以上 

入
力
部 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 50kΩ以上 (1kHz にて) 

回線電圧測定 DC±70V 以内 
 測定確度：±(1V＋2 ﾃﾞｼﾞｯﾄ)以内 分解能：1V 

ﾚﾍﾞﾙ測定 -43～-5dBm 
 測定確度：300Hz～4kHz ： ±1dB 以内 / 200Hz～10kHz ： ±2dB 以内 
 分解能：1dB 

ｵﾝﾌｯｸ/ｵﾌﾌｯｸ検出 ｵﾝﾌｯｸ 24V 系：16V 以上、48V 系：30V 以上  継続時間：110msec 以上 

 ｵﾌﾌｯｸ 24V 系：16V 未満、48V 系：30V 未満  継続時間：110msec 以上 

 回線断 24V 系/48V 系：2V 未満の状態が 15 秒以上継続 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号検出 DP 0～9 (最大：256 桁) 

 PB 0～9、＊、#、A、B、C、D (最大：256 桁) 
 検出ﾚﾍﾞﾙ：-27dB～-5dBm 

ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ 
(DT/SDT)) 

周波数：400Hz±20Hz  検出ﾚﾍﾞﾙ：-30～-5dBm 
信号ｻｲｸﾙ：連続 2 秒以上(DT)または 0.25sec の ON/OFF 

ﾄｰﾝ検出 
(ｻｰﾋﾞｽ･ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ･ 

ﾄｰﾝ) ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ 
(;BT) 

周波数：400Hz±20Hz以内  検出ﾚﾍﾞﾙ：-30～-5dBm 

ｻｲｸﾙ：0.5secの断続 

 ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ 

(RBT) 

周波数：400Hz±20Hz以内  検出ﾚﾍﾞﾙ：-30～-5dBm 

ｻｲｸﾙ：1secｵﾝ/2secｵﾌ 

ﾘﾝｶﾞ(着信呼出音) 検出電圧：ｵﾝﾌｯｸ電圧を基準に25V以上 

周波数：12 ～30Hz   周期：1secｵﾝ/2secｵﾌ 

情報端末起動信号 検出電圧：ｵﾝﾌｯｸ電圧を基準に25V以上 

周波数：12 ～30Hz   周期：0.5secの断続 

 
 
回 
線 
モ 
ニ 
タ 
部 

16Hz ﾘﾝｶﾞまたは、情報端末起動信号の 16Hz 信号を 1 周期にて検出 

受信ﾚﾍﾞﾙ -40dBm～-5dBm 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ適用範囲 規格 ITU-T T.30 準拠 

 ﾌｧｸｼﾐﾘ 
 制御信号 

NSF,CSI,DIS,SEP,PWD,NSC,CIG,DTC,CFR,FTT,MCF,FDM,PPR,CTR,ERR,RTP,RTN, 
PIP,PIN,RNR,PWD,SUB,NSS,TSI,DCS,TCF,PPS-,EOR-,PRI-,EOM,MPS,EOP,NULL, 
CTC,RR,CRP,DCN 

ﾃﾞｰﾀ信号速度  300bps 

ﾄﾅｰﾙ信号 ｱﾝｻﾄｰﾝ 2100Hz±50Hz  

無鳴動着信(ﾌｧｸｼﾐﾘ呼出信号) 1300Hz±50Hz 

フ 
ァ 
ク 
シ 
ミ 
リ 
モ 
ニ 
タ 
部 

発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽ 日本電信電話株式会社殿技術参考資料 

『電話網における情報通知系ｻｰﾋﾞｽのｲﾝﾀﾌｪｰｽ 通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽ』 
に準拠 

ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ 年・月・日・時・分・秒 (分解能：1msec) 

外部ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ PRINTER DOS/V 対応ﾌﾟﾘﾝﾀに測定ﾃﾞｰﾀを印字可能 

 SERIAL ﾊﾟｿｺﾝに測定ﾃﾞｰﾀを転送可能 

表示器、操作ﾊﾟﾈﾙ 10.4 ｲﾝﾁ･ｶﾗｰ LCD ﾊﾟﾈﾙ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 

電源 AC100V±10%  50 / 60 Hz  (専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ：ADP-60WA 使用のこと) 
＊ 消費電流 ： 1A 未満 (AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 次側にて) 

性能保証 温度/湿度 温度：0～40℃  湿度：20～80% (但し、結露無きこと) 

寸法 / 質量 W280×D248×H75 mm (公差：±2mm 以内 ： 突起物を含まず) / 質量：約 3.5kg 
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注意 

・ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは必ず添付の ADP-60WA を使用してください。 

 他の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用しますと、装置の破損や発火等が発生する可能性が有ります。 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは停電や瞬断発生時における測定ﾃﾞｰﾀ保護用であり、内蔵ﾊﾞｯﾃﾘで測定を 

可能とする物ではありません。 長時間給電が停止し内蔵ﾊﾞｯﾃﾘの電圧が低下しますと、 

自動的に測定を停止し測定中のﾃﾞｰﾀを保存します。 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは充放電及び経年により性能が劣化します。 

本装置では 2 年でほぼ 60%程度の劣化が推定されます。 
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5.5.5.5.    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能    

 

5.1.5.1.5.1.5.1.    外観外観外観外観    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 機能 備考 
① 電源(ﾗﾝﾌﾟ) 点灯時動作状態であることを示します 緑色 LED 
② 充電中(ﾗﾝﾌﾟ) 点灯中内部ﾊﾞｯﾃﾘが充電中であることを示します 緑色 LED 
③ 表示器 / ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 各種設定、測定ﾃﾞｰﾀの表示を行います  
④ 入力端子 回線を接続します RJ-11 
⑤ ﾓﾆﾀ ｲﾔﾎﾝ(HS-205)を接続します 音量調整可能 
⑥ PARALLEL PORT DOS/V 対応ﾌﾟﾘﾝﾀを接続可能です D-SUB25 ﾋﾟﾝ 
⑦ SERIAL PORT ﾊﾟｿｺﾝと PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ(PWT-832)で接続可能です D-SUB9 ﾋﾟﾝ 
⑧ FG ｱｰｽ端子  
⑨ 電源(ｽｲｯﾁ) 装置主電源ｽｲｯﾁです  
⑩ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｼﾞｬｯｸ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続端子です 

ADP-60WA を使用してください 
 

⑪ ﾋｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ 5A のﾋｭｰｽﾞ 1 本を使用します  

 

 
注意 

本装置に採用しております、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙはｶﾞﾗｽに圧電皮膜を貼付けた構造となっている 

ため、強い衝撃や鋭利な物(ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ等)で操作しますと傷などにより、正確な操作入力 

位置が読み出せなくなる可能性がありますので、操作は指か先の柔らかい物で行って 

ください。 

 

5 6 7 

8 9 10 11 

1 2 

3 

4 
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6.6.6.6.    接続方法接続方法接続方法接続方法    

 

FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀは入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ及び入力抵抗を非常に高く設定しているので使用中の通信回線に

影響を与えること無くﾌﾞﾗﾝﾁ(並列接続)しての測定が可能です。 

 

本装置には測定端子として 2 口のﾓｼﾞｭﾗ(RJ-11)が用意されております。2 口のﾓｼﾞｭﾗは内部で並列に接続

されておりますので、中継端子として利用可能です。また、測定端子のどちらか一方をﾛｰｾﾞｯﾄや MDF 等の端

子台に接続しての測定も可能です。 

 

測定ｺｰﾄﾞとしてﾓｼﾞｭﾗ－ﾓｼﾞｭﾗ(PWT-481)および、ﾓｼﾞｭﾗ－ﾐﾉﾑｼ(PWT-350)を添付しておりますので接続点

に併せ使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意 

ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀはｱﾅﾛｸﾞ加入回線やｱﾅﾛｸﾞ交換回線用のﾓﾆﾀ装置です。 

一部ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｫﾝ等では使用できない場合があります。 

 

 
注意 

通信中(ﾌｧｸｼﾐﾘ送受信中)の回線に接続する場合、接続作業によるﾉｲｽﾞ混入によりﾃﾞｰﾀｴﾗ

ｰが発生する場合があります。回線への接続の際は必ず ON HOOK(回線切断)中に接続を

行ってください。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 本装置のｹｰｽ裏面に開閉式ｽﾀﾝﾄﾞがあります。 

設置環境にあわせｽﾀﾝﾄﾞを開閉してご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意 

ｽﾀﾝﾄﾞの開閉は十分注意し、指などを挟まない様に注意しながらしっかり操作して 

下さい。ｽﾀﾝﾄﾞがしっかり立てられていないと、自重で倒れることが有ります。 

 

 



FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ２１０３    

7 

 

7.7.7.7.    操作説明操作説明操作説明操作説明    

 

 FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀは大型 LCD とﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを採用しております。画面に表示されるﾒﾆｭｰのうち該当する項

目を軽く指先で触れて操作してください。 

 

 
注意 

本装置に採用しております、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙはｶﾞﾗｽに圧電皮膜を貼付けた構造となっている 

ため、強い衝撃や鋭利な物(ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ等)で操作しますと傷などにより、正確な操作入力 

位置が読み出せなくなる可能性がありますので、操作は指か先の柔らかい物で行って 

ください。 

 

7.1.7.1.7.1.7.1.    電源投入電源投入電源投入電源投入    

 

本装置は、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)を使用し AC100V で動作します。 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを装置 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｼﾞｬｯｸに接続し、電源ｽｲｯﾁを ON とする事で電源投入されます。 

 

  電源を投入しますと、OS、各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動し【ﾒﾆｭｰ画面】が表示されます。 

 

 
注意 

・ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは必ず添付の ADP-60WA を使用してください。 

 他の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用しますと、装置の破損や発火等が発生する可能性が有ります。 

 

 
注意 

・ 電源の ON/OFF は測定ｺｰﾄﾞを外した状態で行ってください。 

・ 装置起動中や測定ﾃﾞｰﾀの保存中に電源ｽｲｯﾁを OFF とすると、測定ﾃﾞｰﾀの破損や 

ﾃﾞｨｽｸｼｽﾃﾑが破損する可能性があります。 

電源の OFF は必ず【ﾒﾆｭｰ画面】で行ってください。 

 

7.1.1.7.1.1.7.1.1.7.1.1.    内蔵内蔵内蔵内蔵ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｯﾃﾘｯﾃﾘｯﾃﾘｯﾃﾘ    

 

  本装置には、測定中における停電や瞬断時および、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀが外れてしまった時の測定ﾃﾞｰﾀ保護のため 

 充電式ﾊﾞｯﾃﾘを内蔵しています。 

 

 測定中に給電が停止した場合、ﾌﾞｻﾞｰ鳴動及び表示にて給電停止を通知します。この状態で給電が再会しな

い場合、自動的に測定ﾃﾞｰﾀを保存し測定を停止します。 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは停電や瞬断発生時における測定ﾃﾞｰﾀ保護用であり、内蔵ﾊﾞｯﾃﾘで測定を 

可能とする物ではありません。 長時間給電が停止し内蔵ﾊﾞｯﾃﾘの電圧が低下しますと、 

自動的に測定を停止し測定中のﾃﾞｰﾀを保存します。 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは充放電及び経年により性能が劣化します。 

本装置では 2 年でほぼ 60%程度の劣化が推定されます。 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘが十分に充電されない状態で、給電が停止した場合、ﾃﾞｰﾀの保存に失敗する 

可能性があります。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは電源ｽｲｯﾁが OFF の状態でも給電により充電が可能です。 

 設置前に充電を行い、設置する事をお勧めします。 
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7.2.7.2.7.2.7.2.    ﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰ画面画面画面画面    

 

本装置の初期画面です。 

 

『回線ﾓﾆﾀ』、『ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ』、『ﾌｧｲﾙ読込』、、『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』、『ｼｽﾃﾑ設定』の各項目を必要に応じ選択して 

ください。 

選択した画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① 回線ﾓﾆﾀ 発着呼ｼｰｹﾝｽ、G3 ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙ、発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽ等全てのﾓﾆﾀを

行います。 
② ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ G3 ﾌｧｸｼﾐﾘのﾌﾟﾛﾄｺﾙのみﾓﾆﾀします。 
③ ﾌｧｲﾙ読込 内蔵ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀを読込、表示します。 
④ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送したり、削除等を行います。 
⑤ ｼｽﾃﾑ設定 日付時刻の設定やﾌﾞｻﾞｰ鳴動等の設定を行います。 
⑥ ﾓﾆﾀ ｽﾋﾟｰｶやｲﾔﾎﾝの音量調整を行います。 

 

 
注意 

 

・ 電源の OFF はこの画面で行ってください。 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ ５ ６ 
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7.3.7.3.7.3.7.3.    ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ設定設定設定設定    

 

  ﾒﾆｭｰ画面から『ｼｽﾃﾑ設定』押下でｼｽﾃﾑ設定画面となります。 

 

ｼｽﾃﾑ設定画面では装置のｼｽﾃﾑ時計、ﾌﾞｻﾞｰ鳴動の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① 時刻変更 装置のｼｽﾃﾑ時計の設定を行います 
② ﾌﾞｻﾞｰ 操作時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動を ON/OFF します。 
③ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります 

 

 

 
注意 

ｼｽﾃﾑ時計は、測定開始日時を登録するために使用されます。 

測定前に、ｼｽﾃﾑ時計の日時(各画面の右上に表示)を確認し設定が必要な場合は時刻変更

を行って下さい。 

 

 
注意 

ｼｽﾃﾑ情報では内蔵ﾒﾓﾘの空容量が表示されます。 

空容量が不足しますと、測定ﾃﾞｰﾀが保存できないため測定が停止しますので、測定ﾃﾞｰﾀは

定期的にﾊﾟｿｺﾝに転送し本体のﾒﾓﾘから削除するようにしてください。 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 
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7.3.1.7.3.1.7.3.1.7.3.1.    時刻設定時刻設定時刻設定時刻設定 ( ( ( (ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ時計時計時計時計のののの変更変更変更変更))))    

 

時刻変更部は『年』『月』『日』『時』『分』『秒』の部分に分かれています。 

  (1) 変更したい部分を押下すると<数値入力>画面が現れます。 

  (2) 変更する部分を選択し数値を入力して『登録』押下することで数値が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 変更箇所が複数ある場合には、この操作を繰り返して下さい。 

 

なお、設定値が不適正な場合（例：１３月、３２日等）には、不正である旨の表示がされますので改めて 

正しく設定して下さい。 

   また、<数値入力>画面で、『ｸﾘｱ』押下により、それまで入力した数値が消去されます。 

   『戻る』押下で、入力した数値を設定せずに元の数値のまま<ｼｽﾃﾑ設定>画面に戻ります。 

  

 (4) 時刻変更部が正確に修正されたことを確認し、『設定』押下してください。 

 

 
注意 

ｼｽﾃﾑ時計は、測定開始日時を登録するために使用されます。 

測定前に、ｼｽﾃﾑ時計の日時(各画面の右上に表示)を確認し設定が必要な場合は時刻変更

を行って下さい。 

 

7.3.2.7.3.2.7.3.2.7.3.2.    ﾌﾌﾌﾌﾞ゙゙゙ｻｻｻｻﾞ゙゙゙ｰーーー鳴動鳴動鳴動鳴動    

 

操作時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動を ON / OFF します。 

 

『設定』押下時にｼｽﾃﾑ時計 

は更新されます。 

 

 

数値を入力し『登録』押下で 

数値が変更されます。 
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7.4.7.4.7.4.7.4.    ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽ    

 

ﾒﾆｭｰ画面から『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』押下により、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面となります。 

   

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面では、測定ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｿｺﾝへの転送、削除、およびｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸによる内部ﾒﾓﾘの診断、装置の 

自己診断を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① ﾌｧｲﾙ転送 測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送します。 
② INTERLINK  
③ 削除 内部ﾒﾓﾘに保存されている、測定ﾃﾞｰﾀを削除します。 
④ ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ 本体内部ﾒﾓﾘのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾁｪｯｸ、修正を行います。 
⑤ 自己診断 本体の測定回路やﾓﾃﾞﾑへのｱｸｾｽﾁｪｯｸを行います。 
⑥ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 
注意 

・ 測定終了後は測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送し、内部ﾒﾓﾘから削除するようにして下さい。 

空容量が不足しますと、測定ﾃﾞｰﾀが保存できないため測定が停止しますので、 

測定ﾃﾞｰﾀは定期的にﾊﾟｿｺﾝに転送し本体のﾒﾓﾘから削除するようにしてください。 

・ 測定ﾃﾞｰﾀの削除を行った後は必ず『ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ』を実行してください。 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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7.4.1.7.4.1.7.4.1.7.4.1.    ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ転送転送転送転送    

 

  内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送します。 

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で『ﾌｧｲﾙ転送』押下することで、ﾌｧｲﾙ転送状態となり、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ﾊﾟｿｺﾝと『PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ(PWT-832)』で接続し、装置内部に保存されたﾌｧｲﾙを転送してください。 

  ﾌｧｲﾙの転送方法は 8.2.ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT01) を参照下さい。 

 

  『中止』押下で、ﾌｧｲﾙ転送状態を解除しﾀﾞｲｱﾛｸﾞを閉じます。 

 

 

7.4.2.7.4.2.7.4.2.7.4.2.    INTERLINKINTERLINKINTERLINKINTERLINK    

 

  『INTERLINK』押下により、INTERLINK が起動します。 

 

  本ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、ﾊﾟｿｺﾝと接続することで本装置の内蔵ﾒﾓﾘをﾊﾟｿｺﾝの外部ﾄﾞﾗｲﾌﾞとして認識する為の 

  ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで、測定ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｿｺﾝへの転送に使用できます。 

   

 
注意 

・ 本ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでﾊﾟｿｺﾝと接続するためには、ﾊﾟｿｺﾝに『INTERLNK』がｲﾝｽﾄｰﾙされている 

必要がありますが、『INTERLNK』は MS-DOS 上で動作するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝですので、ﾌｧｲﾙ 

の転送には 7.4.1.ﾌｧｲﾙ転送をご使用下さい。 

・ 本機能は、ﾒﾝﾃﾅﾝｽの為実装しております。 

 

 
注意 

INTERLNK 画面は外部ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝであるため、測定画面へ戻る事は出来ません。 

電源ｽｲｯﾁを OFF/ON し再度起動してください。 
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7.4.3.7.4.3.7.4.3.7.4.3.    削除削除削除削除    

 

  内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀを削除します。 

   

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面から『削除』押下により、ﾌｧｲﾙ削除画面となりますので不要なﾌｧｲﾙの削除を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは定期的にﾊﾟｿｺﾝに転送し、本装置の内部ﾒﾓﾘから削除し十分な空き容量を 

確保する事をお勧めします。 

 

 

 
注意 

 

・ 内部メモリの空容量が不足しますと、測定ﾃﾞｰﾀを保存できず、測定を強制終了します。 

 

 

 
注意 

・ ﾌｧｲﾙの削除やﾒﾓﾘｱｸｾｽ中(起動中や、ﾃﾞｰﾀ保存中)に電源を OFF としますと、内部ﾒﾓﾘ 

  上のﾌｧｲﾙが不連続となったりﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(ﾌｧｲﾙの保存情報)が壊れたりする場合が 

あります。 

ﾌｧｲﾙの削除を行った後は、ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸを実行しﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの再構築を行ってください。 

 

 

7.4.4.7.4.4.7.4.4.7.4.4.    ｽｷｬﾝﾃｽｷｬﾝﾃｽｷｬﾝﾃｽｷｬﾝﾃﾞ゙゙゙ｨｽｸｨｽｸｨｽｸｨｽｸ    

 

  内部ﾒﾓﾘのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾁｪｯｸ、修復を行います。 

   

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で、『ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ』押下すると、ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ実行画面が表示され、ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙのﾁｪｯｸ、修復を 

  行います。 

 

  ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸが終了しますと以下の表示となりますので、電源ｽｲｯﾁを OFF/ON し再起動してください。 

 

(1) 一覧から、削除を行うﾌｧｲﾙを選択します。 

選択されたﾌｧｲﾙは反転表示となります。 

(2) 『了解』押下により、指定されたﾌｧｲﾙが削除 

されます。 

 

・ １画面異常のﾌｧｲﾙが保存されている場合、『前項』、

『次項』で全てのﾌｧｲﾙｦ検索可能です。 

・ 上部の『名前』、『種別』、『ｻｲｽﾞ順』、『日付順』

でﾌｧｲﾙの並べ替えが可能です。 

・ 『一覧』押下でﾌｧｲﾙ名のみで一覧表示を行います。 

 

・ 『戻る』押下でﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に戻ります 

**********************************

*スキャンディスクが終了しました。*

*電源をＯＦＦ／ＯＮして下さい。 *

**********************************

大井電気株式会社
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7.4.5.7.4.5.7.4.5.7.4.5.    自己診断自己診断自己診断自己診断    

 

  内部ﾒﾓﾘ容量や、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ、測定回路の診断を行います。 

 

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で『自己診断』押下すると、自己診断表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

 

ご使用の前毎に自己診断を実行することをおすすめします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『実行』押下する事で自己診断を開始します。 

    

・ 各項目で問題がなければ “自己診断正常 

終了” と表示されます。 

・ 問題がある場合、異常を検出した項目で  

“ 異常終了 ”と表示し診断を停止します。 

 

診断終了後、『戻る』押下でﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に戻

ってください。 
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7.5.7.5.7.5.7.5.    測定測定測定測定のののの基本操作基本操作基本操作基本操作    

 

 測定の基本操作は以下の様になります。 

 

電源投入 

     

電源投入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回線ﾓﾆﾀ  ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ｽﾀｰﾄ  ｽﾀｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ｽﾄｯﾌﾟ  ｽﾄｯﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戻る  戻る 

 

『ﾒﾆｭｰ画面』 に戻ります 

【ﾒﾆｭｰ画面】 

 電源投入時の初期画面です。 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

測定を行う前に以下の実行、確認をおすすめします。 

・『自己試験』を行い測定回路が正常に動作していることを確認 

・日付、時刻の確認 

・内部ﾒﾓﾘの空き容量の確認 

  

【回線ﾓﾆﾀ】 (停止中) 

『ｽﾀｰﾄ』ｷｰ押下で 

測定開始します。 

【ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ】 (停止中) 

『ｽﾀｰﾄ』ｷｰ押下で 

測定開始します。 

 

【回線ﾓﾆﾀ】 (測定中) 

 検出した信号を 

 ﾘｱﾙﾀｲﾑに表示します。 

 

『ｽﾄｯﾌﾟ』ｷｰ押下で 

測定終了します。 

【ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ】 (測定中) 

検出した信号を 

 ﾘｱﾙﾀｲﾑに表示します。 

 

『ｽﾄｯﾌﾟ』ｷｰ押下で 

測定終了します。 

開始します。 

【回線ﾓﾆﾀ】 (停止中) 

測定ﾃﾞｰﾀは自動的に 

保存されます。 

 

『ｽﾀｰﾄ』で再測定を 

 行います。 

【ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ】 (停止中) 

測定ﾃﾞｰﾀは自動的に 

保存されます。 

 

『ｽﾀｰﾄ』で再測定を 

 行います。 
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7.5.1.7.5.1.7.5.1.7.5.1.    画面説明画面説明画面説明画面説明    

 

7.5.1.1.7.5.1.1.7.5.1.1.7.5.1.1.    回線回線回線回線ﾓﾆﾀﾓﾆﾀﾓﾆﾀﾓﾆﾀ    

 

 回線ﾓﾆﾀは発着呼ｼｰｹﾝｽの他、発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽ、G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号のﾄﾚｰｽを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ 測定(ﾃﾞｰﾀ取込)の開始/停止を行います。  
   ｽﾀｰﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟ 
： 測定(ﾃﾞｰﾀ取込)を開始します。 
： 測定(ﾃﾞｰﾀ取込)を終了します。測定ﾃﾞｰﾀが保存されます。 

② ﾄﾗﾋｯｸ ﾄﾗﾋｯｸ画面に移行します。 

③ ﾌﾘｰｽﾞ/ﾘﾘｰｽ ﾄﾚｰｽの画面更新を一時停止します。停止中も測定ﾃﾞｰﾀは保存されます。 
   ｽﾀｰﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟ 
： 画面更新を一時停止します。 
： 画面更新の停止を解除します。 

④ ﾓﾆﾀ 音声ﾓﾆﾀの ON/OFF、音量調整用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑤ HEX/翻訳 信号名称部の表示形式を変更します。 
   HEX 

 翻訳 
： 検出ﾃﾞｰﾀを HEX(16 進数)表示します。 
： 検出ﾃﾞｰﾀを信号名称(日本語)に翻訳し表示します。 

⑥ 日付/時刻/間隔 検出ﾃﾞｰﾀのﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ(検出時刻)表示形式を変更します。 
   日付 

 時刻 
 間隔 

： 検出した日付を表示します。 
： 検出した時刻を表示します。 
： 検出ﾃﾞｰﾀ間隔(ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ)を表示します。 

⑦ ｶｰｿﾙ 画面の上下ｽｸﾛｰﾙを行います。 
 
 
 

⑧ ﾌｧｲﾙ名 測定ﾃﾞｰﾀの保存ﾌｧｲﾙ名を表示します。 
 
 
 
 

⑨ ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示 回線状態をﾘｱﾙﾀｲﾑに表示します。 

 

５ 

１ ２ ３ ４ 

９ 

８ 

７ 

注意 
下面のｽｸﾛｰﾙは測定停止中またはﾌﾘｰｽﾞ(画面更新一時停止)中のみ

有効です 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾌｧｲﾙ名は測定開始時に日付時刻より自動的に生成されます。 

測定開始前に、日付時刻の確認、設定をおすすめします。 

６ 
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7.5.1.2.7.5.1.2.7.5.1.2.7.5.1.2.    ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ    

 

 ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀでは G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号のみ抽出し保存、表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  操作内容は、回線ﾓﾆﾀと同様です。 
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7.5.1.3.7.5.1.3.7.5.1.3.7.5.1.3.    ﾄﾗﾋｯｸﾄﾗﾋｯｸﾄﾗﾋｯｸﾄﾗﾋｯｸ    

 

ﾄﾗﾋｯｸは測定開始後の通話(通信)履歴を１通話単位として簡素に表示します。 

 

(1) 表示切替 

 

回線ﾓﾆﾀ表示画面から、ﾄﾗﾋｯｸｷｰ押下でﾄﾗﾋｯｸ表示に切り替わります。 

また、回線ﾓﾆﾀｷｰ押下で回線ﾓﾆﾀ画面に切り替わります。 

 

   【 回線ﾓﾆﾀ 画面 】                            【 ﾄﾗﾋｯｸ 画面 】 

 

 

 

 

ﾄﾗﾋｯｸ 

 

回線ﾓﾆﾀ 

 

 

 

 

 

(2) 表示内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① 開始時刻 呼(通話または通信)の開始時刻を表示します。 

② 終了時刻 呼(通話または通信)の終了時刻を表示します。 

③ 通話時間 通話時間(開始～終了までの時間)を表示します。 

④ 種別 通話(通信)の種別を表示します。 
   TALK 

 FAX 
 MDM 

： 通話 
： ﾌｧｸｼﾐﾘ送受信 
： ﾌｧｸｼﾐﾘ以外のﾃﾞｰﾀ通信 

⑤ ﾀﾞｲﾔﾙ番号 発信/着信時の電話番号を表示します。 
＊ 着信時のﾀﾞｲﾔﾙ番号は発信者情報通知ｻｰﾋﾞｽ受信時のみ表示されます。 

⑥ ND(ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ) 発信者情報通知ｻｰﾋﾞｽによる通知があった事を示します。 

 

 
注意 

ﾄﾗﾋｯｸは 回線ﾓﾆﾀによる測定ﾃﾞｰﾀ(発着呼ｼｰｹﾝｽ)を元に解析表示を行いますので、 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀによる測定時はﾄﾗﾋｯｸ表示は行いません。 

 

  

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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7.6.7.6.7.6.7.6.    ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ読込読込読込読込    

 

  ﾒﾆｭｰ画面で、ﾌｧｲﾙ読込を指定するとﾌｧｲﾙ選択画面が現れます。 

 ﾌｧｲﾙ名は測定を開始した日付、時刻より自動的に生成され、測定終了時自動的に内部ﾒﾓﾘに保存されます。 

 

  読込を行う測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙを選択(選択時反転表示となります)し了解ｷｰ押下で選択した測定ﾃﾞｰﾀ・ﾌｧｲﾙを 

読込、表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① ﾌｧｲﾙ 内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙを表示しますので、読込を行うﾌｧｲﾙを 

選択してください。 
選択されたﾌｧｲﾙは反転表示となります。 

② 了解 選択された測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙの読込を行います。 

③ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

④ 前項/次項 項を切替、全ての測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙを表示します。 

⑤ ﾌｨﾙﾀ 保存した測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙの種別毎に表示ﾌｨﾙﾀの設定を行います。 

⑥ ﾌｨﾙﾀ種別  

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

<測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名と拡張子> 

 測定ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名と拡張子は以下の条件で自動生成されます。 

 

 ０３０７２０２７．DAT 

                拡張子：測定項目より付加  

 

   測定開始日付、時刻（月日時分）より生成 

   (上記：3 月 7 日 20 時 27 分 測定開始) 

 

１ 

２ ３ 

４ 

５ 
６ 

  測定項目 拡張子 

 回線ﾓﾆﾀ DAT 

 ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾓﾆﾀ FXP 

 ﾄﾗﾋｯｸ FXT 
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7.7.7.7.7.7.7.7.    詳細詳細詳細詳細ﾄﾚｰｽﾄﾚｰｽﾄﾚｰｽﾄﾚｰｽ    

 

G3 ﾌｧｸｼﾐﾘの制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙや、発信者番号通知ｻｰﾋﾞｽの受信ﾃﾞｰﾀ内容の詳細を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細表示 

 

 

 
注意 

選択したﾃﾞｰﾀが G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号や通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽのﾃﾞｰﾀでは無い場合、 

以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示し詳細ﾃﾞｰﾀが無いことを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定したﾃﾞｰﾀは反転表示されます。 

ﾃﾞｰﾀを指定し詳細ｷｰ押下で詳細表示 

を行います。 
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7.7.1.7.7.1.7.7.1.7.7.1.    G3G3G3G3 ﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号制御信号制御信号制御信号のののの詳細表示詳細表示詳細表示詳細表示    

 

G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号の詳細表示では詳細ﾄﾚｰｽ(HDLC ﾌﾚｰﾑの表示)、詳細説明(受信ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾅﾘ解析)、

HEX 表示(受信ﾃﾞｰﾀの HEX 表示)を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

 

戻る 

 

 

 

 

HEX  戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

詳細ﾄﾚｰｽで信号名称にﾀｯﾁすると 1 ﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀが選択され反転

表示されます。 

ﾃﾞｰﾀを選択後、詳細ｷｰ押下で受信ﾃﾞｰﾀの各ﾋﾞｯﾄ毎の内容説明

を行います。 

 

また、HEX ｷｰ押下で受信ﾃﾞｰﾀを HEX(16 進数)表示を行います。

 
1 ﾌﾚｰﾑﾃﾞｰﾀを選択し詳細ｷｰ押下にて 

詳細ﾄﾚｰｽ表示へ 
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7.7.1.1.7.7.1.1.7.7.1.1.7.7.1.1.    表示内容説明表示内容説明表示内容説明表示内容説明    
 

(1) ﾃﾞｰﾀ ヘッダ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 受信ﾃﾞｰﾀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 詳細説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易ﾄﾚｰｽで指定した信号名称及び検出した日付･時刻が表示されます。 

日付､時刻は日付･時刻ｷｰで切替可能です。 

ﾌﾚｰﾑの構成を表示します。 

各ﾌｨｰﾙﾄﾞを選択し詳細表示を行います。 

 

 

 

表示ﾃﾞｰﾀが多い場合、画面が複数ﾍﾟｰｼﾞとなります。 

前ﾍﾟｰｼﾞ､次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰにて画面を切替が可能です。 

 

 

受信ﾃﾞｰﾀをｵｸﾃｯﾄで表示します。 

 

詳細説明部で反転表示している部分が 

受信ﾃﾞｰﾀの示す情報の説明になります。 

これ以上の詳細説明はありません。 

戻るｷｰ押下で元の画面に戻ります。 

画面に表示されている内容をﾌｧｲﾙに保

存します。 

ﾌｧｲﾙ名は DETAIL.TXT となり、上書きに

て保存されます。 

画面に表示されている内容をﾌﾟﾘﾝﾄ(印

字)します。 
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7.7.2.7.7.2.7.7.2.7.7.2.    通信前情報通知通信前情報通知通信前情報通知通信前情報通知ｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽのののの詳細表示詳細表示詳細表示詳細表示    

 

通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽ(ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ)の受信ﾃﾞｰﾀの詳細説明(解析表示)を行います。 

表示内容は通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽのﾌﾚｰﾑ構成、ﾃﾞｰﾀ解析表示、HEX 表示となります。 

 

G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号の詳細表示同様に、簡易ﾄﾚｰｽから受信ﾃﾞｰﾀを選択し詳細ｷｰ押下にて詳細表示を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

 

 

 

 

詳細 

 

戻る 

 

 

 

 

 

HEX  戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

簡易ﾄﾚｰｽで信号を選択し、詳細ｷｰ押下により 

通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽ詳細表示となります。 

 

詳細説明では指定した受信ﾃﾞｰﾀの詳細表示を行います。 

HEX 表示では受信ﾃﾞｰﾀを HEX で表示します。 
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7.7.2.1.7.7.2.1.7.7.2.1.7.7.2.1.    表示内容説明表示内容説明表示内容説明表示内容説明    

 

(1) ﾃﾞｰﾀ ヘッダ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 受信ﾃﾞｰﾀ 

 

 

 

 

 

 

 (3) 詳細説明 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易ﾄﾚｰｽで指定した信号名称及び検出した日付･時刻が表示されます。 

日付､時刻は日付･時刻ｷｰで切替可能です。 

ﾌﾚｰﾑの構成を表示します。 

各ﾌｨｰﾙﾄﾞを選択し詳細表示を行います。 

 
表示ﾃﾞｰﾀが多い場合、画面が複数ﾍﾟｰｼﾞとなります。 

前ﾍﾟｰｼﾞ､次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰにて画面を切替が可能です。 

受信ﾃﾞｰﾀをｵｸﾃｯﾄで表示します。 

 

詳細説明部で反転表示している部分が受信ﾃﾞｰﾀの

示す情報の説明になります。 

これ以上の詳細説明はありません。 

戻るｷｰ押下で元の画面に戻ります。 

画面に表示されている内容をﾌｧｲﾙに保

存します。 

ﾌｧｲﾙ名は DETAIL.TXT となり、上書きに

て保存されます。 

画面に表示されている内容をﾌﾟﾘﾝﾄ(印

字)します。 
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7.8.7.8.7.8.7.8.    測定測定測定測定ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀののののｻｰﾁｻｰﾁｻｰﾁｻｰﾁおよびおよびおよびおよびﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀ    

 

測定ﾃﾞｰﾀから、日付時刻を指定してのｻｰﾁや特定のﾀﾞｲﾔﾙ番号等を指定しﾃﾞｰﾀのﾌｨﾙﾀ処理が可能です。 

障害発生時の情報から必要なﾃﾞｰﾀを簡単に検索、抽出することが可能です。 

 

 

7.8.1.7.8.1.7.8.1.7.8.1.    測定測定測定測定ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀののののｻｰﾁｻｰﾁｻｰﾁｻｰﾁおよびおよびおよびおよびﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀのののの設定設定設定設定    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 日付･時刻ｻｰﾁ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾙﾀｷｰ押下でﾌｨﾙﾀ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 

 

日付･時刻ｻｰﾁでは、設定した日時以降のﾃﾞｰﾀのみ

表示されます。 

確認したい日時を設定後実行ｷｰ押下で、指定日時

以降の測定ﾃﾞｰﾀが表示されます。 
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 (2) ﾃﾞｰﾀ･ﾌｨﾙﾀ 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｨﾙﾀを指定するとﾌｨﾙﾀ設定画面となります、設定するﾌｨﾙﾀ項目を押下すると測定ﾃﾞｰﾀの該当項

目が設定値選択ﾎﾞｯｸｽに一覧表示されますので、設定値を選択し実行ｷｰ押下で指定ﾃﾞｰﾀのみ表示されま

す。 

また、設定を変更する場合は レ ﾏｰｸを押下する事で設定解除されますのでﾌｨﾙﾀ項目を再設定を行ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【 ﾌｨﾙﾀ項目 】 
名称 内容 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号 ﾀﾞｲﾔﾙ番号を表示します。 

通信前情報 発信者番号および非通知理由を表示します。 

ｱﾝｻｰﾄｰﾝ ｱﾝｻｰﾄｰﾝ検出を表示します。 

CRC ｴﾗｰ CRC ｴﾗｰを表示します。 

ECM 手順 部分ﾍﾟｰｼﾞ要求(PPR)および、訂正続行(CTC)を表示します。 

 

 

  

ﾀﾞｲﾔﾙ番号を選択 測定ﾃﾞｰﾀに保存された 

ﾀﾞｲﾔﾙ番号を表示 
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7.9.7.9.7.9.7.9.    保存保存保存保存ととととﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄ((((印字印字印字印字))))    

 

測定ﾃﾞｰﾀから必要な部分だけを抽出し保存やﾌﾟﾘﾝﾄ(印字)を行うことが可能です。 

保存及びﾌﾟﾘﾝﾄ(印字)操作は同様の操作で実行可能です。 

 

7.9.1.7.9.1.7.9.1.7.9.1.    任意任意任意任意ののののﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑをををを指定指定指定指定してのしてのしてのしての保存保存保存保存////ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9.2.7.9.2.7.9.2.7.9.2.    任意任意任意任意ののののﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑをををを指定指定指定指定してのしてのしてのしての保存保存保存保存////ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄﾘﾝﾄ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9.3.7.9.3.7.9.3.7.9.3.    ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ名名名名のののの登録登録登録登録    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定ﾃﾞｰﾀの日付･時刻位置をﾀｯﾁすることで 

表示が反転しﾃﾞｰﾀの選択が行われます。 

 

この状態で、保存またはﾌﾟﾘﾝﾄｷｰ押下で選択 

ﾃﾞｰﾀのみを保存または印字可能です。 

 

ﾃﾞｰﾀ表示部の日付･時刻ﾃﾞｰﾀにてﾌﾚｰﾑを選択せ

ずに保存またはﾌﾟﾘﾝﾄｷｰ押下すると、ﾌﾚｰﾑ選択 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 

 

日付、時刻にて範囲選択を行うか、全選択を 

設定し実行ｷｰ押下で指定ﾃﾞｰﾀの保存、ﾌﾟﾘﾝﾄ 

(印字)を行います。 

 

ﾌｧｲﾙを保存する場合はﾌｧｲﾙ名入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが 

表示されますので、任意のﾌｧｲﾙ名を設定し 

保存を行ってください。 

 

注意 

ﾌｧｲﾙ名は 8 文字以内で 

登録可能です。 
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8.8.8.8.    補足説明補足説明補足説明補足説明    

 

8.1.8.1.8.1.8.1.    信号信号信号信号    

 

8.1.1.8.1.1.8.1.1.8.1.1.    G3G3G3G3 ﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘﾌｧｸｼﾐﾘ制御信号制御信号制御信号制御信号    

表示 信号名称 符 号 信号方向 機      能 

CFR 

 

受信準備確認信号 

 

X010 0001 

 

送←受 

 

ﾌﾟﾘﾒｯｾｰｼﾞ手順が全て終了し、ﾒｯｾｰｼﾞ送出を開始し

てよいことを確認するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ応答。 

CIG 

 

起呼端末識別信号 

 

1000 0010 

 

送←受 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報が発呼端末

の識別であることを示す。 

CRP 

 

ｺﾏﾝﾄﾞ再送信号 

 

X101 1000 

 

送←受 

 

直前の命令が誤って受信され、完全なものが再送さ

れるべきであることを示す。 

CSI 

 

被呼端末識別信号 

 

0000 0010 

 

送←受 

 

国際電話番号によって被呼端末を特定するのに用

いられる。 

CTC 

 

訂正続行 

 

X100 1000 

 

送→受 

 

送信局がﾒｯｾｰｼﾞの訂正を続行することを指示する。 

CTR 

 

訂正続行応答 

 

X010 0011 

 

送←受 

 

CTC信号に対するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ応答であり、これにより受

信端末はCTC信号の内容を受容できることを示す。 

DCN 切断命令信号 X101 1111 送←受 ﾌｪｰｽﾞEの開始を表す。 

DCS 

 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ命令信号 

 

X100 0001 

 

送→受 

 

DIS信号で識別される標準機能に応答するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

設定命令。 

DIS ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ識別信号 0000 0001 送←受 被呼装置の標準CCITT能力を表す。 

DTC 

 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ送信命令信号 

 

1000 0001 

 

送←受 

 

DIS信号によって識別された標準機能に対するﾃﾞｨｼﾞ

ﾀﾙ命令応答 

EOM 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ終了信号 

 

X111 0001 

 

送→受 

 

ﾌｧｸｼﾐﾘ情報の完全なﾍﾟｰｼﾞの終わりを表し、ﾌｪｰｽﾞB

の始めに戻ることを示す。 

EOP 

 

 

手順終了信号 

 

 

X111 0100 

 

 

送→受 

 

 

ﾌｧｸｼﾐﾘ情報の完全なﾍﾟｰｼﾞの終わりを表し更にこの

ほかのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを送らないことを表し、確認を受信し

た後ﾌｪｰｽﾞEに進む。 

EOR- 

 

 

再送終了信号 

 

 

X111 0011 

 

 

送→受 

 

 

送信機が前部分ﾍﾟｰｼﾞの誤りﾌﾚｰﾑの訂正を終了し、

ERR応答を受信しだい次のﾌﾞﾛｯｸを送信することを決

定することを示す。 

ERR 再送終了応答信号 X011 1000 送←受 EOR信号に対するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ応答である。 

FDM ﾌｧｲﾙ診断ﾒｯｾｰｼﾞ信号 X011 1111 送←受 MCFの代わりに使用される。 

FTT 

 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ失敗信号 

 

X010 0010 

 

送←受 

 

G3ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ信号を拒絶し、再ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを要求するﾃﾞｨ

ｼﾞﾀﾙ応答。 

MCF 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ確認信号 

 

X011 0001 

 

送←受 

 

完全なﾒｯｾｰｼﾞが満足に受信され更にﾒｯｾｰｼﾞが続い

てもよいことを表す。 

MPS 

 

ﾏﾙﾁﾍﾟｰｼﾞ信号 

 

X111 0010 

 

送→受 

 

ﾌｧｸｼﾐﾘ情報の完全な終わりを表し、確認を受け取り

次第ﾌｪｰｽﾞCの始めに戻る事を示す。 

NSC 

 

非標準機能命令信号 

 

1000 0100 

 

送←受 

 

NSF信号に含まれる情報に対するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ命令応答

である。 

NSF 

 

非標準機能識別信号 

 

0000 0100 

 

送←受 

 

Ｔｼﾘｰｽﾞ勧告の範囲外にある特定の利用者 

の要求を識別するために用いられる。 

NSS 

 

非標準機能設定信号 

 

X100 0100 

 

送→受 

 

NSCまたはNSF信号に含まれる情報に対するﾃﾞｨｼﾞﾀ

ﾙ命令応答である。 

NULL NULL 0000 0000   
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表示 信号名称 符 号 信号方向 機      能 

PIN 

 

 

 

 

手順中断否定信号 

 

 

 

 

X011 0100 

 

 

 

 

送←受 

 

 

 

 

前のﾒｯｾｰｼﾞが完全には受信されておらず、更に伝

送を続けることはｵﾍﾟﾚｰﾀの立ち会いがなければ

不可能であることを表す。ｵﾍﾟﾚｰﾀの介入がなく、

更にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄが続く場合、ﾌｧｸｼﾐﾘ手順はﾌｪｰｽﾞBの

先頭から始まる。 

PIP 

 

 

 

 

手順中断肯定信号 

 

 

 

 

X011 0101 

 

 

 

 

送←受 

 

 

 

 

ﾒｯｾｰｼﾞが受信されたが、更に伝送を続けることは

、ｵﾍﾟﾚｰﾀの立ち会いがなければ、不可能であるこ

とを表す。ｵﾍﾟﾚｰﾀの介入がなく、更にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄが

続く場合、ﾌｧｸｼﾐﾘ手順はﾌｪｰｽﾞBの先頭から始まる

。 

PPR 

 

 

部分ﾍﾟｰｼﾞ要求信号 

 

 

X011 1101 

 

 

送←受 

 

 

ﾒｯｾｰｼﾞが良好に受信されなかったこと、そして該

当するﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞで指定されたﾌﾚｰﾑの再

送が必要であることを示す。 

PPS- 

      

 

部分ﾍﾟｰｼﾞ信号 

 

 

X111 1101 

 

 

送→受 

 

 

ﾌｧｸｼﾐﾘ情報の部分ﾍﾟｰｼﾞあるいはﾍﾟｰｼﾞ全体の終

わりを示し、MCFを受信するとすぐにﾌｪｰｽﾞBある

いはﾌｪｰｽﾞCの初めに戻ることを示す。 

PRI-EOM 

 

手順中断EOM信号 

 

X111 1001 

 

送→受 

 

扱者の介入を要求する付加的なｵﾌﾟｼｮﾝの能力と

ともにEOM命令と同じ事を表す。 

PRI-EOP 

 

手順中断EOP信号 

 

X111 1100 

 

送→受 

 

扱者の介入を要求する付加的なｵﾌﾟｼｮﾝの能力と

ともにEOP命令と同じ事を表す。 

PRI-MPS 

 

手順中断MPS信号 

 

X111 1010 

 

送→受 

 

扱者の介入を要求する付加的なｵﾌﾟｼｮﾝの能力と

ともにMPS命令と同じ事を表す。 

PWD-TX 

 

送信ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

 

1000 0011 

 

送←受 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報がﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

ﾓｰﾄﾞのためのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞであることを示す。 

PWD-RX 

 

受信ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

 

X100 0011 

 

送→受 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報が伝送の

ためのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞであることを示す。 

RNR 

 

受信不可信号 

 

X011 0111 

 

送←受 

 

受信機がこれ以上のﾃﾞｰﾀの受信可能状態にない

ことを示す。 

RR 受信可能信号 X111 0110 送→受 受信機の状態を要求するために用いる。 

RTN 

 

 

ﾘﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ否定信号 

 

 

X011 0010 

 

 

送←受 

 

 

前ﾒｯｾｰｼﾞが完全には受信されなかった事を表す

。しかしﾄﾚｰﾆﾝｸﾞおよび/または同期が再送される

ならば、更に受信が可能である。 

RTP 

 

 

ﾘﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ肯定信号 

 

 

X011 0011 

 

 

送←受 

 

 

完全なﾒｯｾｰｼﾞが受信されたことを示し、更にﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞおよび/または同期とCFRの再送の後に更にﾒ

ｯｾｰｼﾞが続いてもよいことを表す。 

SEP 

 

選択ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ 

 

1000 0101 

 

送←受 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報がﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

ﾓｰﾄﾞのためのｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽであることを示す。 

SUB 

 

 

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 

 

 

X100 0011 

 

 

送→受 

 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報が被呼加

入者側のﾄﾞﾒｲﾝ内のｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽであることを示す。 

TSI 

 

送信端末識別信号 

 

X100 0010 

 

送→受 

 

この後に続くﾌｧｸｼﾐﾘ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞの情報が 

送信局の識別であることを示す。 

最初に DIS 信号を受信した側：X=0 

その反対側        ：X=1 

 ＊各バイナリコード信号には信号受信時のレベルを合わせて表示します。 
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  (b)ト－ナル信号 

表示 信号名称 信号方向 内      容 

CED 

 

被呼端末識別信号 

 

 送←受 

 

被呼端末が回線に接続されてから1.8～2.5秒後送信を開始する。 

 

 ＊ＣＥＤ検出時受信周波数及びレベルの表示を行います。 

 

 (c)その他のファクシミリ信号 

表示 信号名称 信号方向 内      容 

SIGNAL ON 

 

SIGNAL ON 

 

 送→受 

 

ﾌｧｸｼﾐﾘの画像情報やﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ信号等および、ﾓﾃﾞﾑ等の信号検出時 

SIGNAL ONと表示します。 

 

 

 

 



FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ２１０３    

31 

 

8.1.2.8.1.2.8.1.2.8.1.2.    回線回線回線回線ﾓﾆﾀﾓﾆﾀﾓﾆﾀﾓﾆﾀ信号信号信号信号    

 

  表示 信号名称 内      容 

DISCONNECT 

 

回線断検出 回線断または無入力検出を表す。 

ON HOOK 

 

ｵﾝﾌｯｸ検出 

 

端末がｵﾝﾌｯｸしたことを表す。 

＊ｵﾝﾌｯｸ検出時の電圧を合わせて表示する。 

OFF HOOK 

 

ｵﾌﾌｯｸ検出 

 

端末がｵﾌﾌｯｸしたことを表す。 

＊ｵﾌﾌｯｸ検出時の電圧を合わせて表示する。 

NORMAL 復極検出 

監視 

信号 

 

 

 

 

 

REVERSE 転極検出 

回線極性の反転を表す。 

＊転極/復極検出時の電圧を合わせて表示する。 

16Hz 1ｻｲｸﾙ 

 

16Hz 1ｻｲｸﾙ検出 

 

ﾘﾝｶﾞまたは情報端末起動信号の交流16Hz 1ｻｲｸﾙ検出したこと

を表す。 

RINGER 

 

ﾘﾝｶﾞ検出 

 

ﾘﾝｶﾞ１周期を検出したことを表す。 

(1秒ON→2秒OFF→1秒ONで検出する。) 

情報 

 

情報端末起動信号検出 

 

情報端末起動信号1周期を検出したことを表する。(0.5秒ON→0

.5秒OFF→0.5秒ONで検出する。) 

呼出 

信号 

 

 

 

 

 

 

無鳴動着信 

 

無鳴動着信検出 

 

無鳴動着信(ﾌｧｸｼﾐﾘ起動信号)を検出したことを表する。 

 

ﾀﾞｲﾔﾙ検出(PB) 

ﾀﾞｲﾔﾙ検出(DP10) 

選択 

信号 

 

ﾀﾞｲﾔﾙ 

 

 ﾀﾞｲﾔﾙ検出(DP20) 

ﾀﾞｲﾔﾙ(PB/DP10/DP20)を検出したことを表する。 

＊検出したﾀﾞｲﾔﾙ番号を合わせて表示する。 

 

DT 

 

ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ検出 

 

ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝを検出したことを表する。 

＊検出時のﾚﾍﾞﾙを同時に表示する。 

SDT ｾｶﾝﾄﾞﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ検出 ｾｶﾝﾄﾞﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝを検出したことを表する。 

BT ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ検出 ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝを検出したことを表する。 

ﾄｰﾝ 

信号 

 

 

 RBT ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ検出 ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝを検出したことを表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その 

他 

 

 

情報 

 

 

 

通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽ 

検出 

 

 

通信前情報通知ｻｰﾋﾞｽ(ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ/ﾓﾃﾞﾑﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)のﾃﾞｰﾀを

受信したことを表する。 

＊簡易ﾄﾚｰｽ画面に"発信者番号"及び"着番号"を表示す る。ま

た、詳細ﾄﾚｰｽ画面で詳細内容の確認が可能。 
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8.1.3.8.1.3.8.1.3.8.1.3.    ｴﾗｰﾃｴﾗｰﾃｴﾗｰﾃｴﾗｰﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ    
 

8.1.3.1.8.1.3.1.8.1.3.1.8.1.3.1.    受信受信受信受信ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀののののｴﾗｰｴﾗｰｴﾗｰｴﾗｰ    

 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 内       容 対  象  信  号  名 

 ＣＲＣ ＣＲＣ異常 バイナリ制御信号／通信前情報サービス 

 ＬＥＮ フレームレングス異常 バイナリ制御信号／通信前情報サービス 

001～004 フレームフォーマット異常 バイナリ制御信号 

030～039 フレームフォーマット異常 通信前情報サービス 

   040 ファイル読込 異常データ検出 ファイル読込データ 

 

8.1.3.2.8.1.3.2.8.1.3.2.8.1.3.2.    ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽ上上上上ののののｴﾗｰｴﾗｰｴﾗｰｴﾗｰ    

 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 内       容 対    策 

100～103 トレースデータの保存失敗（空き容量不足） 不要になったファイルを削除する 

104～111 

 

 印刷失敗（プリンタ電源オフ、プリンタオ 

フラインetc...) 

プリンタや、プリンタケーブル等を再

確認する。 

200～    システム内部異常 電源を再立ち上げする。 

 

 

 



FX-403 ﾌｧｸｼﾐﾘﾃｽﾀ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ２１０３    

33 

 

8.2.8.2.8.2.8.2.    ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ転送転送転送転送ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙ﾗﾑﾗﾑﾗﾑﾗﾑ (RPG (RPG (RPG (RPG----FT01)FT01)FT01)FT01)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2.1.8.2.1.8.2.1.8.2.1.    概略概略概略概略    

  RPG-FT01 ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは測定器の内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾊﾟｿｺﾝに転送する 

ためのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

 

8.2.2.8.2.2.8.2.2.8.2.2.    ｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙ手順手順手順手順    

  ﾊﾟｿｺﾝの CD ﾄﾞﾗｲﾌﾞに添付されている CD-R をｾｯﾄし RPG-FT01 ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを以下の手順で 

   ｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 

 

① CD-R のｾｯﾄされているﾄﾞﾗｲﾌﾞを開き CD-R 内のﾌｫﾙﾀﾞ \RPG-FT01 をﾌｫﾙﾀﾞごとﾊﾟｿｺﾝの任意のﾄﾞﾗｲﾌﾞ

にｺﾋﾟｰしてください。 

② ﾊﾟｿｺﾝにｺﾋﾟｰしたﾌｫﾙﾀﾞ \RPG-FT01 を開き全てのﾌｧｲﾙを選択してください。 

 

 

 

 

③ 全てのﾌｧｲﾙの属性の 読み取り専用(R) を解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これで、ｲﾝｽﾄｰﾙ作業は終了です。 

 ﾎﾙﾀﾞ内の『 RPG-FT01．ｅｘｅ 』をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動することを確認して下さい。 

 

8.2.3.8.2.3.8.2.3.8.2.3.    ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ手順手順手順手順    

 ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙはﾊﾟｿｺﾝのﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸにｲﾝｽﾄｰﾙされたﾌｫﾙﾀﾞ \RPG-FT01 を削除することで行われます。 

 

 
注意 

ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙの前にﾌｫﾙﾀﾞ \RPG-FT01 内に転送したﾃﾞｰﾀが有る場合一緒に削除されてしま

いますので削除前に確認して下さい。 

 

はじめに 

  本ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝをお客様のﾊﾟｿｺﾝにｲﾝｽﾄｰﾙする前に以下の事項をご確認下さい。 

 

 【免責事項】 

  弊社は、『RPG-FT01 ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ』によりご利用者に直接または間接的障害が発生しまし 

  ても、いかなる責任も負わないものとし、一切の賠償は負わないものとします。 

  また、本製品がお客様の使用目的に適合することを保証するものではなく、本取扱説明書以外 

修正する義務を負わないものとします。 

 【動作環境】 

  本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはDOS/V機上で動作するWindows用プログラムです。 

  (Windows XP/7 で動作します。) 

        ＊ Windows、Windows XP/7はﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社の登録商標です。 

 

ﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙを選択する手順 

 (1) ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT01』を開きます。 

 (2) ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの【 編集 (E) 】をｸﾘｯｸし【 全て選択(A) 】をｸﾘｯｸします。 

ﾌｧｲﾙの”属性”変更手順 

 ②の手順によりﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙが選択されている状態で以下の手順でﾌｧｲﾙの属性 

  を変更します。 

 (1) ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの【 ﾌｧｲﾙ(F) 】をｸﾘｯｸし【 ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R) 】をｸﾘｯｸします。 

 (2) ﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが表示されますので” レ 読み取り専用(R) ”のﾁｪｯｸを解除し 

   【 適用(A) 】をｸﾘｯｸして下さい。 
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8.2.4.8.2.4.8.2.4.8.2.4.    RPGRPGRPGRPG----FT01 FT01 FT01 FT01 ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ転送転送転送転送ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙ﾗﾑﾗﾑﾗﾑﾗﾑのののの使使使使いいいい方方方方    

    

以下の手順で測定器のﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾊﾟｿｺﾝに転送してください。 

 

 ① ﾊﾟｿｺﾝと測定器の接続と準備 

   ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄ(COM)と測定器の”COM PORT”を測定器に添付されている”PWT-832 PC 通信用 

   ｹｰﾌﾞﾙ”で接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

PWT-832 PC通信用ｹｰﾌﾞﾙは市販の『ｲﾝﾀｰﾘﾝｸｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ』と同等品です。 

ｹｰﾌﾞﾙ紛失の際は市販の『ｲﾝﾀｰﾘﾝｸｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ』もご使用可能です。 

 

 
注意 

ﾊﾟｿｺﾝにｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄが無い場合、USB－ｼﾘｱﾙ変換ｹｰﾌﾞﾙを使用して接続可能ですが、COM

ﾎﾟｰﾄ番号は 1～15 までしか検出しません。 

 

  ② 測定器の準備 

   ﾌｧｲﾙ転送を行う場合測定器は”ﾌｧｲﾙ転送待ち受け状態”になっている必要が有ります。 

   ”ﾒﾆｭｰ画面”から『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』→『ﾌｧｲﾙ転送』をｷｰｲﾝすることで測定器は”ﾌｧｲﾙ転送待ち受け状態”に 

   なり以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 『RPG-FT01』の起動 

   ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT01』内の”rpg-ft01.exe”をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることで起動します。 

 

ﾊﾟｿｺﾝ 測定器 

PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ (PWT-832) 
通信ﾎﾟｰﾄ(COM) COM PORT 
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 ④ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報の取得（通信ﾎﾟｰﾄと測定器の選択） 

   接続された測定器の機種名とﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄを設定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 測定器とﾊﾟｿｺﾝの接続 

      ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄと接続する測定器の設定を確認し『 接続 』ｷｰをｸﾘｯｸして下さい。 

   接続後、測定器に保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの情報を取得しﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 
① ﾍﾙﾌﾟ RPG-FT01の取扱説明を開きます 

② ﾊﾟｿｺﾝ 通信ﾎﾟｰﾄ 測定器と接続している通信ﾎﾟｰﾄを表示します。 

 の設定情報 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 測定器から転送されたﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを表示します。 

  『新規作成』 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの新規作成を行います。 

  『参照』 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの確認、変更を行います。 

③ 転送ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択ﾘｽﾄ 測定器に保存されているﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙが表示されます。 

転送するﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択して下さい。（複数選択可能です） 

④ 測定器の設定情報 接続されている測定器の情報を表示します。 

⑤ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了 RPG-FT01を終了します。 

⑥ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報取得 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報の取得画面に遷移します。 

⑦ ﾌｧｲﾙ転送開始 転送ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択ﾘｽﾄで選択されたﾌｧｲﾙの転送を開始します。 

 

 

通信ﾎﾟｰﾄの設定 

ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄを設定してください。 

測定器の設定 

 接続する測定器を設定します。 

１ 

２ 

４ 

５ ６ ７ 

３ 
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 ⑤ 測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの転送と終了 

   『ﾌｧｲﾙ転送開始』ｷｰをｸﾘｯｸすると”ﾌｧｲﾙ転送中”の状態を示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され選択された全ての 

   ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの転送が終了するとﾀﾞｲｱﾛｸﾞはｸﾛｰｽﾞします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    指定した測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの転送が完了するとﾀﾞｲｱﾛｸﾞがｸﾛｰｽﾞします。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾊﾟｿｺﾝ転送した測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを加工する場合はﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟをとってから行うことをおすすめし

ます。 

 

 

 

 

 

 

選択されたﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙと処理状況 

 未受信/転送中/転送完了 でﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの転送状態 

 を示します。 

進捗状況 

 現在転送中のﾌｧｲﾙの進捗を表示します。 

 ﾊﾟｿｺﾝに同一名称の測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙが存在した場合、上書きの確認

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 

確認の上 はい または いいえ を選択してください。 


